
美術研究支援情報資源の集中と介散

フランスにおける美術館・図書館・情報システムの

4寺質をめぐって[その1J

波多野宏之

』まじ<11)1こ

~}者カ1フランスの 1)(1 占館 ・ 'Ií'f 't. I~ システムに 19-'J 心をもっきっかけとなったのは、

1976午、 、J'，II寺パリ リJ行政園二l:ftf;(Biblioth色queadministrative de la 

Ville de Paris)のfi'p;長て、あったMichelRoussier氏の来日講演であり、こ

れを機に 11仏国111・館学会(引、 11仏い(1，'::ftI(情報学会)に入会したことて、あっ

た。 その後20{1三 、 1' : 1 立ジ、ヨ ノレジュ ・ ポンピド一芸術文化センタ一公共1';'J. tl ~

図書館 (Biblioth邑quepublique d'information du Centre national 

d'art et de culture Georges Pompidou [B， P. I.])てゆ10ヵ月のの|修

を挟んで¥一世 してフランス的なるものにI1，&J心を判ち続けてきた 2。そしてこ

の度、、l'成七年l主文部省在外研究'1::として、再度、 tりわけ今1111は美術 |日l

jij!の|ヌ1，'::ft'bi ・ 'I';'d;~システムの実|療をつぶさにみることができた。 4s:杭では 、

フランスの|ヌ|干l::ftI(' 'h~ 幸li システム一般の"が bt 1:引状を背景としながら、夫Wi

研究支援のための情報資訪日をめぐ、って、美術館やl到達する諸機|長|におけ

る情宇liftnの|配i斤とそのI奴り扱いのフランス的特 質を明らかにし、もってわ

が|ヨ|のアート・ド、キュメンテーショYの進民の参考としたい。フランスの|ヌlji

館一般や美術航一般に関する LI本刊文献はカBなりの数仁のぼるが、 1，I，jr. 
の比'1'交及び英字I:i分貯の図書航、情宇I~ システムの料株性については、 数える

はどしかないのカfり~~ktごからて'ある

1'11¥ l、品川であるが、B.P. 1. fti(長tしてl，iJMrへの研修受け入れの労をとら

れ、その後、筆者カリティアテークやl叫{象ドキュメンテーション、ひいてはアー

ト・ドキュメンテーションに改めてとりくむきっかけを ljえていただいた故 Rene

Fillet氏に木和を搾げたい。loiJ氏は1996年8)-J25 nに亡くなられた。

l美術研究情報fiiW、美術館行政の集'1'と分散

美術作品やそのび11資料、 研 究のための文献資料、またこれらをさまざま

な態肢で諸積、公開し、また検索し、研究利用するための情宇I{システム、ひ

いてはその社会文化的な装聞としての夫1il:iM(が、その機能を巡っていまわが

国てもH:Jl 、 I ，'í され、「号、国文化財↑古'(，I~ システム」の柿築も始まりつつある

これらのiL組みのイFり方を改めてIUjl、1'"し、より本質的かつ実効的なj日I:i

情報政策の確立とその行政のjJ J ì情な主ll~i 体制が求められてし、る。例えば、

美WiflI(の所蔵ji'，，'山のテ、、ータベースのわち築や情宇li資料室の公Ilトlがどのよう

な丹存史的かつ文イヒ的コンテキストのなかでよりよく成り立:ちうるのか、をI'j-t'

してみること、そしてその|僚に、 rfIIJi(の!tAilや行政のイ|ιIlみがー}i)i集'1'(1'，)に

行われるか、多 )i)í'分散的に行われるか、またその際(こL 、かに .fll/d，'iJ~.r~ され

るかがひとつの 市民なポイン卜となってくる。その端的なfylJ1:して、一1，，1のがj本

|ヌI:，IHI(としてのIICI川ヌ1;p，: flI(があるように、 llel立主体I1ヌI，'Fft'{(カfありうるか、と
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いった諭議が内外て行われており人 JEJ'h'Jやjミ術 fi'frの形成の経枠、また

↑1'í '(， I~h :H に九l する ;t識のあり よ う などによって峨々な刈!必カfあり行、 ま t:. 'j~ 

|僚に続々なかたちでの引'よ;がある。 IJYI秋消 11一|のなかで、米1FIカf分散J11!で

あるのに刈して、例えばフランス1;1:tJ 1 ~ !l'l' J\~ であるとし、う認識がある。そこ

で;本似てはフランスのいくつかの機|立lや システムの実態をl切らかにし ま

た、 1980イド代に行牟われた地)j分権(D邑centraI isa tion)、地 )J分散(De-

concentrati on)の結果をも参照しつつ、 引11可干点における!l'l'と分散の状

i}/'ぞ批判的に提示することとしたL、。

2フランスの|立13館・長術館fi政

フランスの|対立図書館、 1[1，'(美術館は文化行仁属している。liii者1ot[，;<I，I:，・

読-PlJ"J(Directiondu livre et de la lecture)、後才i-1;1:フランス美術fiio;J"J 

Organigramme du  Minist色re de la culture 
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(Direction des musees de France、以下、 DMF1:略記)の所管にかか

る九ただし、 fig.1に見るように前者におけるポンピドーセンタ一公共情報

|ヌ|書館(Biblothequepublique d'information du Centre Georges 

Pompidou [B. P. I.])やフランス|司立図書館 (Bibliothequenationale de 

France以下、 BNF1:I!I各記)、後者"におけるモロ一美術館、ノレーヴル美術館な

どは、行政的公施設(Etablissementpublic administratif) I として、一定

の~!l\立した位間を保って L 、る。また、前者における|孟|立図書センタ一(Centre

national du livre) 81、後者における国立美 術館連合 (R邑uniondes 

musees nationaux、以下、 RMNと略記)のように各機関を横断して一定

の業務を行い、または側面ヵ、ら援助する機構が作在 してし、ることも共通の特

色である。美術の関連分野では、ほかにフランス文書館局 (Directiondes 

archives de Franc巴)、文化nオ)"j(Direction du patrimoine)、総合行

政 }"j(Direction de I'administration generale)、造形美術代表部

(Delegation aux arts plastiques) などがあり、例えば文イlニH~ 局には、

I，;J織に国立l侠火泣産・遺跡金}ojT:(Caisse national巴desmonuments 

historiques et des sites)とし、った機構が置かれて、 出版等の普及活動

を-IJ1っている。公b包設である|五l立 高 等 文 化 財 学|涜(Ecolenationale 

sup邑rieuredu patrimoine)が総合行政日管ilii!;-Fにあるのは、後数の

}"j(こかかわるものだからである。

地方レベノレでは、灰|:13-読書局傘下に 961~ 立貸 出 図書館

[Bibliotheques departementales de pret]) 9J 、 3 ， 015r11立凶有i~'g ，'0 

(うち54指定rlJ¥'t:1χ1，号館[Biblioth邑quesclassees])があるように、 33指定

美術館(Museesclassees)、1.000認定美術断 (Museescontrol白)11 

なEがある。折半美術館のi}J;(は、 L、うまでもなくフランス革命にあり、社族、教

会の財産を公イlのものとする|僚に、革命IX年'長川14日(1801年9rJ1 R)の

政令にあるように、地方のコレクションを収集すると同|昨に国家のコレクショ

ンをも受託するものとして設置され、その管理には同家公務員が配属される

など、極めて".，央集権的な行政品11織となっている。

引在、美術館川に属する国立美術館は34finである 12~ 。

:1.美術館及び関係機|具|の図書飴ト資料センター

ここまで:匡|芹命日美術館を二 つの呉なる分野としてみてきたが、美術分野

の凶書館という場合には、美術飴の中にある|ヌ14!?館、すなわち、 美術館図

，'{:fif;(室)を考えなければならなし、。さらに、美術館のなかの情報資料関係

の部署としてはf也に、資半i↓室(センター)(ドキュマンタシオン)([Centrede] 

documentation)、写真室(phototheque)、ア打ノレシ一ヴヴ、(匂archiv刊esω)そして

I場↓品;f千介ぞ下ヤによつてlはj:'叫'1附|

機 |閑刻や教育機!以閃虫刻jにもその IJ(I作的〈句)(仁こk丸刈、，t打J，包した|匡図Z盟I-，J::fr白I白川雪T刊(パ(守需;Jて咋1干て力がf設i山丘される丸。とιころ

てて、;これらの1夫i称術iflÎi乍における資判 .'1十h仙、17吋lf山lVj 手 I~育Ill "J の役;i計l は、 二つある。 節ー

は美術館学iEii咋 I I、l 自11スタッフのためのもの。 第二は、その犬、J'~~にレベノレ

のぶこそあれ、外庁11の人々のためのもの。そして多くは、その双)iを派ねるも

のである。これらの'よ態については、フランス|ヌ1，'::uIui協会(Association
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c1es bibliothecaires francais ABF)カfI:IJ行した Les5011 rces de 

l'hisloire de l'arf en France: retertoi re des bibliotheques， ce1/ I rcs 

de docurnenlation el ressou rces docll menlaires en art， archi lecLII re 

el archeologie I:Jに詳しい。また、 ]liJ協会の機関誌 Bulletind'informa-

lion de L'Association des bibliolhecairesfrancaisの1995年の午IH長1~ 

がi:要機|長lの現状やノト後の展望について詳述してし、る。 これらの 111て¥フ

ランス美術館同及び問述の局符 ドにおける主要機関、さらに大学、同立似1

， 'H'I~等を表 1にあげた。 これらの設置の状川とその連常の'丈態を品|倣すると、

フランスにおける美術関係資料の整備状況が概略把握て3るからである。

以下、本稿(その1)では、筆者が訪問したもののうち 1)、2)、3)、12)、17)、

1 8 ) 、 19) 、 20) をとりあげ、それらを比較対照し、 またそれらを一述の情幸良il~(

系として捉え得るか否かなど、 図1iJ-資料の集111c.分散について考き反する。

」日lX押'11則述 l安|刈 .'ft'1'i・資料市 15

1 EI立美術tii:1ヌl，!i飴 ・アノレシーヴ Bibliolheqlleet archives de引1111S吾esnatlOnaux 

Palals du Louvre. Pavlllon des Arls 7500 1 Pans 

2 フランスJi術fii':伝'IXWセンター Cenlrede c1ocllll1enlation c1e la Direclion des 

1 フランスx術館研究

ラボラトリ-tmセンター

4 フランスjミ術館修復調i

資料市

ノレーヴノレ美術館絵1
'
町持15

資料センター

mllS吾csCI巴 Francc

6rue des Pyramldes 75041 Pans cedex 01 

Centre c1e c1ocull1cnlation dll Laboraloげ cc1e 
recherche des Illusees de France 
Palals du Louvre. 6， qual des T凶lenes75041 Pans 
cedex 01 

Ser¥'ice de reslallralion c1es 1l111S臣esc1e France 
全国6組織

Ccnlre c1e c1ocllll1cnlalion c111 Departell1enl c1es 
peinlures dll MlIsees c1u LOlll're 

Palals du Lou肝 e.34-36， qual du Louvre 75058 Pans cedex 01 

6 ノレーウツレ美術館版IIJil'

，{oiii'l者15iHIセンター

7 ノレーウツレ夫術館工芸部

rt料センタ

日 ノレーヴノレ美術館彫刻郎

資料センター

。ノレーウツレ美術館古代

エジプト ~~IS資料 室

10 ノレーヴノレ美術館文化出1>

メデ河アテーク

11 11;[ 'f.美術飴述令写良部

1> ノレーヴノレ 7:~'Ji:1:i(1 ，I::f!i': 

13 ルーウツレ・下院フォトテーク

Cenlre de documcntation c111 D百partel11enlCI巴只
arts graphiqlles c1u M lI sée~ c111 LOllvrc 

PaVlllon de Flore， ler clage 75041 Pans cedex 01 

Cenlre c1e docull1cntation c111 [)epartel11cnl des 
objels c1'arts c111 i¥luse氾sdu Lou¥'re 

34/36 qual du Louvre 75058 Pans cedex 01 

Cenlre c1e docull1cnlation c111 [)吾partell1entc1cs 
sClIltures c111 MlIsecs dll Loul're 

Palms du Louvre 6， qum des Tullenes 75058 Pans cedex 01 

Cenlre de c10clIll1cnlation c111 Departcl11cnl des 
anliqlliles egypliennes c111 MlIsees dll LOllvγ巴

34-36 quai du Louvre 75058 Pans cedex 01 

Tlledialheque c111 Serl'ice cultllrel dll TlllIsee dll 
LOllvre 

34-36， qual du Louvre 75058 Pa円scedex 01 

Agcnce phoLographiqlle c1e la I~éunion des 
mus吾esnationaux 

10， rue de l'Abbaye 75006 Pans 

Bibl iOlheque c1c I'Ecole du Lou¥Te 

34， qual du Louvre 75041 Pans cedex 01 

PhOlolheqqllc c1c l'Ecole c111 LOll¥'re 
34， qual du Louvre 75041 Pans cedex 01 

14 オノレセ-x術館阿川町 Bibliolh吉quedu MlIs吾ed'Orsay 

l， p泊ceHenri de Montherlant 75007 Pans 

15 オノレセ-x術館資料七ンター Cenlrc de doclImentation du ~111s吾e c1'Or問、，
1，place Henn de Montherlanl 75007 Pans 

1(; 11;1 ，i:iliJ杉ぷ祢IセンターI Cenlre de documcntation du Centre nalional des 

ili}f~ ，;'~fo!:rf\l託部資料センタ- arls 1日lastiqllescl de la 0己legalionauxζ1 rls 
plasllques 27， avenue de l'Ope'ra 75001 Pans 

17 II~ u:文化財学院資料センター Cenlre c1e docllll1cnlalion de l'Ecole nalionale du 
palrtl110lne 

117， boulevard Salnt Germain 75006 Par，s 

18 パリ大7:ジヘ・ック・ドゥーセ Bibl iolheque c1'arl el c1'archeologie de 

ドゥ一七x押f号I1I、戸川.'::fiW j'Univcrsit吾c1cI'aris Fonc1alion J acques [)ouceL 
58， rue de Rlcheheu 75048 Pans cedex 02 

19 フランス|司 、，'r.TI，I::fi'i:l以1，1;1・ [)eparlemenL c1es cstampes el c1e la pholo日raphie

''/ j'f :;15 58， rue de Rlcheheu 75048 Pans cedcx 02 

20 7ノレスナノレい<1，1::tlt・ sibliolhequede I'Arcenal 

1， ruc de SuJly 75004 Pans 
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4.美術tll'f};;(}の文献資料関連の11'i報資源

1 ]国立美術館図書館・アルシーヴ

美術館同 (fig.2)の財務 ol去務・総務部 (Departementdes affaires 

financieres， juridiques et generales)のもとに同書:官官・アノレシーヴ諜が

ある。同立美術館の図書館行政を統折する部署て:謀長は国立美術館|ヌ|

書館・アノレシーヴ館長を兼ねてし、る。なお、 同館はl主liL美術館'1-'央図書館

(Bibliotheque centrale des musees nationaux)とも呼ばれるので以下、

BCMN!:m各記する。BCMNの行政上、及び事務i主総上の住所は、局及び

音11のある 6，rue c1es Pyramicles 75041 Paris Ceclex 01である。 一方、

BCMNは、 ノレーウツレ美術館クーノレ・カレのバウ苛ヨン・デ・ザーノレ (Palais

c1u Louvre， Pavillon des arts， 75001 Paris)にある。 このBCMNのriij

身てあるノレーヴノレの図書館は、 1794年、 芸術院(Cons巴rvatoiredes arts) 

の構想にかかり、 1804年以降ノレーウツレ総館長となった VivantDenonが

最初の蔵書を購入したとし、われる。1848年 に館長仁就任した Philippe-

Auguste J eanronが図書館・アノレシーヴ管理部門を設置し、管理官として

Ernest Koloffをイ下命した。|χ|書:館は幾度か名10;を変更するが、 Biblio-

theque royaleは、もと Thuillerieにあり、ノfリ・コミューンに際して1871年

に焼失した。しかし、管理部においた|玄1，1::1;1:.残り、その後1920年代に叫イ1'.

の場所、クーノレ・カレのバヴ河ヨン・デ・ザーノレに移り、 1926年以降、体系(I(J

な整備ができて今nに至ってL、る。現在、 BCMNl;l:.、別記表 2のように23

2官の凶:占館(室)を合む凶干113館オ、ッ卜ワークのrl1心の役割を担!っているI{i

組織は fig.3に兄るように飴長のもとに6古Ill'''Jがあり、非常勤を合め総計 31

名からなる。その機能は次の3.'，'，(に集約できる。

-集'1'収集/整珂

-図書・雑誌のIHJ覧サービス

.アノレシーヴ

ぷ2 フランス J2術館 1，，11刈 II ~fin ・ アノνシ- lt ，:~~( 1 1 1 央|ヌl.tHl'Ofì:判『干 の

s.術館|χlA町'0;'びその 1994 i)' IJi 'i '9と l刈 II~館経 I Ii U:~人閃 ，':IIIi数

hIusee des arts d'Afriqlle et d'Oceanie 33 

h lus吾ec1es arts et lraclitions populaires 87 

Chateall de sI吾rancOllr.Musee c1e la coop亘rationfranC'o americaine 12 

孔1useemessage biblique iVlarc Chagall， Nice 

Chateau l¥lus吾ec1e COll1piegne 34 

Mus邑edll ll1oyen-age-lhennes c1e Cluny 54 

Mus吾eMagnin， Dijon 15 

Chateau c1'Ecouen M usee de la I~ e n a issance 70 

h1us吾ec1e p'吾histoire.Les Eyzies c1e Tayac ] 0 

Chateau lVIus吾ede Fontainebl巴all 37 

M us吾ecles arts asialiques-Guimet 82 

Laboratoire de recherche des l1lusees de Franc巴 7

h1usee ADRIEN Dubouche， Lill10ges 29 

Chateall 1VI11s吾ecle lVIalll1aison de c1e sois-Preau :32 

hlus吾ec1es ll1onull1ents francais 50 

hlus邑ec1c I'Orangeric c1es Tuileries 2:l 

Chateau lVIus臣ecle Pau a 

h1usee Picasso 35 

hlus吾ec1es Granges c1e Port-Royal 20 

Chateau d巴Saint-Gcrlllain-en-Layc M usec cles antiquiles nalionalcs 99 

MllS吾ec1c c吾rall1iquc.S吾、're 46

R巴stallrationdes peinlures. ¥'el日ailles :3，1 

Chateau-i¥llIs臣esclc ¥'ersailles et c1c Trianon 21 

.'1'.9t!: i¥linistl're cJe 1(1 culturc. Direction de!=i l11usees dl'ドrance.!?attorlrl'(ldirit{ 19fJl. 199抗
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ト 1]集中収集/整理

Jlx 集虫、j'~-I. Ij:、資料種別では、 ， ~I立|ヌl til-のf也、逐次刊行物、 111にXWrflli

紀 ~ . iF，幸1x類、美術館カタログ、以覧会カタロク:売り立て 11 鈷の知であ

り、 iJ¥H分野では古典・古代から 19111:紀にす2る西洋美術史のほか、所作

する.x ~， I;ï f.'i'-: の 関述分野であるが:~米兵 Wr (ギメ美術館)、 民J/ti:'';':(以次ぷ

Wr'イぶ統1111物館)、フランス11，'代(サン=ジエノレマン=アン=レ11;，1U: 11，代 |作物

館、 エ ジ‘フ。卜考 古 学 (ノレーウツレ美術古代 = BCM N)、rl'近東考 ，I，"';!:(ノレー

ウツレ.xHif.'i:-:=BCMN)などに及ぶ。また、去術家、美術史家の，-'!=nw・1'1市

h~fl~'，j等の収集にも留意して L 、る。

1994'1三の収集予算は、 1，556，000フラン(約31，120，00011])、うちDMF

(-1?: 1，350，000フラ ン(約 27，000，00011])のほか、R MN からの '';;Ijり、1'1て

206，000フラン(約4，120，00011])があることに注目 しt:.~、 。 こ れらのf- 1;( の自Îf

，)Ijの執行内訳は、 BCMN 609，000フラン(約 12，180，000円)に刈 してその他

の'ß. 111;ï ~r'; 974，000フラン(約 19，480，00011])であり、予算執行 lujからみると、
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ECHANGE5 ET DONS 

ー1secretaire de documentation 
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-1 secretaire de docu庁、entation
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(61 

-1 secretaire de documentation 
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-1 agent de surveillance 
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SALLE ----，-1， 1 agent de surveillance 
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(41 

|ー 1agent administratif 

L...Iー1va印刷re
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(5) LI-4 maItres-ouvriers 

ARCHIVES_一一一一____-1 documentaliste 
(41 

|ー 1agent de surveillance 

|ー 1contractuelle 

L且 ー1vacataire 
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BCMNli白館分のl.5倍の業務を他館のために行っていることになる。なお、

選書は基本的にノレーヴ、ノレ美術館の各部、及び他館からの希望リストに基づ

き、また中央図書館独自に書誌・事典類を中心に選定し、各館からのものぞ

分町'等て一 括し、然るべき書庖等に発注する。ちなみに、同年の購入-IlIl数

1，797-1附のうち、 BCMNに938冊、他の館へは表2のように配分されてし、る。

こうして発注された図書は一旦 BCMNに納品され、 一括整理される。

1993"'1三1月1E1よりオンライン入力を開始し、現在約10，000件が入力済みで、

ある。寄贈図書を合わせ年間約2，000件が入力される。

ここで、寄贈(より正確には受贈)資料についていえば、資料交換には大

変力を入れ、寄贈担当と逐次刊行物担当のペアがマニュアノレ管理ながら、

綿密にコントロールしており、 内外の500以上の機関と資料交換を行 い(定

期的に資料を送付 してくる機関は約400)、1994年には1，700冊を受H曽して

L 、る。他機関への寄贈にあたっては、 RMNの刊行物がそのためにまわされ

てくる[J7]。また、雑誌等の複本のリストを作成するなどして、資料交換館に配

布し、資料の有効活用をはかるなどしている[18]。オンライン検索の他、カード

出力を行っており、他館所蔵分は所蔵先を記したうえ、色カードにプリン卜

され、 BCMN分とi毘配される。すなわち、中央図書館のカード目録は24館

の総合|拍手となっている。 データベース・ソフ トウェアは、 フランスで普及して

いる Geac。他館がコンピュータイヒされておらず、また、 BCMNl:f也斜-がオ、ッ

トワークで結ばれていないので:他館からの利用はまだできず不便である。

なお、遡及入力はJouve社に外部委託しており、ためにデータを目録ケー

スごと渡す方法をとっているため、利用者にとっては大変不便である。

1-2J図書・雑誌の閲覧サ ビス

まず、基本データを以下に記す0

・開館時間

月11翠金11程午前9時午後611寺30分(内部学芸員等)

午後2時一午後6時30分(外部の研究者等)

圃所蔵資料数

図書約 200，000冊(うち、売り立て目録50，000冊、美術館カタログ;展覧会

カタログ等)逐次刊行物2，100タイトノレ(うち、 1，000カレント・タイトノレ)

・参考図書概要

〈閲覧室 (2emeetage) > 

開架冊数:約5，000冊[推定](閲覧室l階部分のみ自由接架)

美*1館カタログ:

フランス:都市名アルフアベ、ツ卜順(全て)

外匡I: 'tli市名アルファベット)1頂0960年以降)

者肝11カYド:Les Guides bleus (全て)

言語辞典、百科事典、美術事典、人名事典、 書誌 (Artindex， A1't 

bibliograthies-moderη など現代のものは無υ
雑誌:キ!，J50f，志(Bulletind'information de l'ABF等は、職員の部屋に)

[ロンドンのナショナノレ・ギャラリーのように、現行展覧会カタログなどをオ凡上
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に陳列するなどしたい11-10LCのNatio11aLUnion CataLogueはない。]

< ，1:: }，'I( (31("i)> 

参考|ヌ|ji-・l'iL、もの、 )(l¥j;のもの (例:Catalogue des im戸1'imes)。ラベノレ

マークは “T"

E目重量

カード111W他の国立英字I;rf!I(七|鉢を??む総令1::1録(f也航分は色カード)

苫fYr， ・~!\f，著者名 |二l 鈷 : (市IJ出カードが混配されていないので;利用者

カ~!:.まどう

件名目録:~1l 自件名だが統ーがとれていない

展覧会カタログ.都市名アノレファベット}I頂、年代順の2穐

売り立て目録

逐次I'IJ行物目録・他の国立美術館所蔵を含む総合|二|録

-検索端末

利用者j二日検索端末:2台(閲覧机上 1台はプリンター付ふ たfごし、 一位の

み可 。 詳~，11I jilIlr商不可)

職員川検索端末:1台(カウンター)

ー施設・設備・環境

<1比125室〉

而杭:約130m'[推定](fig， 4) 

閲覧机・6人用3台計 18人

マイクロ・リーダー・プリンタ一

同廊:3肘(1マ2層雑誌 卜l肝図書)

天井・カ、、ラスのためliflるい

〈書庫〉

最上!百Iは、図書、特に展覧会カタログがある。配列は、 8"(小型木)，4" (大 山 l

型本)比に大別、それぞ、れf千刊lq!

留{保呆してあるム。i従差つて、 一迫ごとの左 tから右下への配列てなく、連を越え

て、村iノド'11.に配架されてし、る。!末は欽の慌の子て、足元が忠〈、上ドが透

けて見えるなどの!i!1t点がある。

さて、自 rll楼架部分を除き図書二館は11'1~'I~ ;J:¥:;である。書:怖いH:l:、 モノグラフ、

展覧会カタログ等の大きな種別に分けるものの、そのなかは)( ~さ別のいわ

ゆる|百l定配梨であり、 |人l古11の学芸員て占・J.'iT:内には入れても、 Ai一物の探訪j

はまずイ、"J"iiEである。なお、資料保存書!市スペース主任陥のため、バヴィヨ

ン・デ・ザーノレの本飢'のはカ吋二、パヴィヨン・卜》 ・フローノレに分室があり、こ

ちらはノレヴーノレ美術館絵l川INIに近いこともあり、絵画・彫刻凶述図書を間

き、 1Jf!Il:1サービスを行吊っている。

1-3Jアルシーヴ

バヴイヨン・デ・ザ ーノレの3emeetage、以|古館書IIII第2WHこ接続してアノレ

シーヴがある。

ここには、 18世紀末からのノレーヴノレ美術倣の行政文九 1793年以降の
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ζ〉

円andu centre de documentation 

entree 
renseignements 
dossiers documentaires 
catalogues 
rapports 
photocopieur 
internet， bases de donnees 
periodiques 
ouvrages 

10 videomuseum 
11 pole multimed旧

fi民 5
}ミ1中I防J.，j資料センター千lui図

jlPI典.美術館 /"j資干|七 ノター リー

フレツト， 1996J 

l-r-LiL美術断、 DMFの行政文字?、 1856年以降のRMNの行政文:芹、 コレ

クション、職f~ 、 美術館管理上の文111: 、ノレー ヴノレにある、または他に移管さ

nたコレクションの台I阪などカfある。また、Ecoledu Louvreの Theseも

あり、 これは1968年以降ここへ収めることが義務付ーけられている。

2]フランス美術館局資料センタ

この資料センターは、 1992年、 DMFのある6，rue des Pyramic1esに開

設され、翌1993年一般に公開された比較的新しし、胞設である(fig.5)。国

|ノサの美術館先行の年報等美術航行政に直接WJ述する資料を収集し、提

供することを11的としてし、る。前j/liのDMF図有館とは明確に役割分担して

おり、 ここでvはもっぱら美術館経常上の諸資料や、 I:KI書よりも雑誌新聞等の

クリッピンク手に ウェイ 卜をおいてし、る 。 また、 CD -Romやオンライン仁よるfÝ~索

サ ービスを1)うなど、アクチュアノレな'1'.'1報センタ一機能を果している '90 (情

制システムについては本稿その2において検討する)。 現在の所属~資料は、

|ヌ1 ， li~23 ， 000 IIIJ、j逐次 I'IJ行物240カレント・タイトノレ、各種ファイノレ1，800iLIーな

どである。また、特筆 すべきは、 1995年、同|際博物館会議(ICOM)が、

1947年より収集してきた各国のミュセーオロジ一関係、文献の保管館としてこの

センターを折半し、悦に資料が移管されていることである。なお、 $)r収資事l

&び|英l係雑誌記。J';索引を含む文献目録 Bibliographie'lnuseologique 

fえびji)i蔵雑誌IIj止をコンピュー夕刊1力して簡易製本し、関係機関に配布し

ており、古.iTiな資本ilとなっている 2010

5その他の機関の情報資源

1]フランス美術館研究ラボラトリー資料センター

i;依存修復、保存利学関係国干l;守置くほか、ラボラトリーて1最ぷ三したX線写

兵、赤外線写点等を集中管息している。図fli--カタロク""3，000川、主主次刊

行物80カレン卜・タイ トノレ、論文抜き刷り等3，500点、 X線写真等 160，000枚

を有する。

2]ルーヴル学院図書館

引どEは、」ンFのため、ノレーヴノレをmuれてし、る。美術史一般、考古学、ミュゼ、

オロジ一。|週刊:37，000冊 (うち、 JfJi:'ti会カタログ9，000冊)、逐次刊行物450

タイトノレ(うち、 250カレント・タイトノレ)がある。

3]国立造型芸術センター/造形芸術代表部資料センター

引代美術に|却する件種情報ファイノレ(美術館、アート・イン・レジテザンス等)

が充実しており、));報資料の )JJi イ11 も行っている。 |χ| 書 ・ ~'it -II~: }IIJの Centre

de c1 ocmentation も同所にあり、こち らも区1 ， 1 ::flÎi政策、専門lffæ~}ぷ・研修

咋の名桓ファイノレが整備されてし、る。

4]国立文化財学院資料センター

トrl立文化M'ア:院は、文化行一般行政J"j の }iJí" ~~::にかカ ・る公施設として 1 990
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イ|ーに設立された。 117，Boulevard St Germainの本部には資料 本がある0

7・院一般については、 l洗にJîl 火;て'bfl;r~ 介があるのでここでは詳述しない 2' 。

カリキュラムのなかで資料需がîJí:'tJな役 ~li lJ を米たしており、教授スタッフと

資料宅級品による様々なテーマの資料集の)1<同制作などを行ってL、る。以

卜¥「利m才iカ河川 22により資料相正要をぶす・

分肝:文化財に|英lる行政、管:f.'ll、法律、経済、保イF・修似、普及に|刻する

文献

資料数 ・ 区I ~I:: . 展覧会カタログ等5 ， 50 0flH 、雑誌152カレン卜・タイトル、他に、

|民!述書誌、テーマ別、法律ファイル、語学カセット、文化財関述ヒごデオ等

5Jパリ大学ジャック・ドゥーセ美術・考古学図書館

事Ur1 r.1立美術図書館の'1'枢を担うイ'定の機関て;現在、既に1[11こ1(1¥'[ 12<1 ，1:: 

flIf逐次刊行物閲覧室の一部に参考図書を開架し、閲覧席を設けてし、る。

11 $ょ止草、事務室も同閲覧室の近くにある。以下、同館資料 C2:l.により資料概

裂を示す ・

資料数:図書450，0001l1J(うち、売り立て目録100，000fHD、逐次刊 行 物5，000

タイトノレ(うち、 1，500カレン卜・タイトノレ)、 学位論文3，000件、子手，:'，¥6501'1二、版

1'11/12，500点、銅版画等3，000ファイル、ポスター4，000点、自筆資料 2，500

f午、写真210，000点、ドキュメン卜・ファイノレ650件、 JIQ覧会招待状等400

キ~'Î，マイクロフォーム46，000点

6.lril"V:美術|立lA館計phl

新フランスllil立図書館が、 セーヌ左岸 トノレヒずアック地|互に建築され、 1996

年末には、 一部の閲覧室が公|引された。リシュリュ一位Iの旧BNには版|市/.

写真部、メ夕、〉レ部、地凶部、東iキ写本部等が残る。しかし、 flJ本吉1I を ~I' 心

にその大部分が移る結果、リシュリュー街の施設には余祁ができる。そこに1f

;1(:の念願であった国立美術研究所を置き、その中に凶立美術|ヌ1，IH'tfを設

けるとし、う計何|カfある。その詳仰|は、日凡にヂ11文文llikてい詐JAされているので剖、

ここではそれに譲り、1996年H寺点てゆ幾つかの動きを記すに留めたL、o ~W 

I.EI立美術断を構成するものとして f定されているのは、 1.[1立美術 tiIf1ヌl，lle

U'!f.アノレシーヴ、ジャック・ドゥーセ美術・考 117'下凶書館、 エコーノレ・デ・ボ

ザーノレ図書館の一部、アルスナノレ似|書官'f~などて、あり、これらがリシュリュー

街に移転することになる。これについてはなお災論も多〈、 1996イ!とliij、ドの/1，'j' 

}，I，i、では、アルスナノレ|ヌlji-釘(における反対の到jきカ?顕比一であった。

7.15.然

これまで代aWIJを凡てきただけでも、美術関連の様々な情報資料機|羽が

イf イ1'. し、前 半I~i}k となっていることカfわかる。 DMF!:.，、ったわ政部局、美術館、

教有機IxJ咋においてそれぞれ午干色ある資料仰をもち、そのことによって、ひと

つの稲作I~似〈系〉が 11ヲ造られてし、る 。 しかもそれが、 DMFによる情宇11資料所

1'"金争議|対案内 2:-，などて")，'iJ知lする手だてもj示くしており、このlxてiごくれ児抗的

には情報iJJ;(の分散の徹底とそのl制絡がい<1られていると， iってよし、。
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一方、美術館行政の地方分散 (Deconcentration)も近年tみに進ん

でおり、その概略は次のよう仁なっている:

DMF管下の公胞設は、 1994年のRMN、ロダン美術館、 モロ一美術館、

グラン・ノレーヴノレ、ノレーウツレ美術館に加えて、 1995年にはヴエノレサイユ美術

館及びその周辺固有地も行政的公施設(Etablisementpublic admini-

stratif)となった[26J。しかしこれは、完全な分権ではなく、たとえば、作品購

入の権限は依然として文化省にあり、独自に決定できるわけではない。また、

RMNは、国立美術館におりる展覧会計画の調整や出版、販売事業を担っ

ているが、これらも公施設に適用される。なお、公施設における財源の使途、

人事等の細部も興味深いがここでは割愛する。なお、産業・商業的公施設

(Etablissement public industriel et commerciaI)であるRMN符|ず

にあった Ecoledu Louvreも高等教育機関としての自立性が勘案され、

1996年には行政的公施設となることとなった。他にもオノレセ一美術館など比

較的規般の大きし、美術館は、責任センター(Centrede responsabilite) 

の位置付けが与えられており、 1994年に民衆芸術・伝統博物館がこの4ili

i憾に入り、現在数館に上っている[27]

DMFや|王|立美術館の行政の枠組みに添って、 美術館関連の図書釘(行

政も行われているわけであるが、例えば修復音1)門におけるように、 地方のけ1

立美Wifif¥を対象とした業務は行っていない。上にみたように、その対象は1[1 

立美'fiI刊行に限 られており、しかも I~I 立できる館は除外している(ただし、 こ れら

が、公施設、あるいは責任センターに対}，(5しているわけでψはない)。従って'11

央集中の度合は比較的低いとし、ってよし、。

ともあれノレーウツレにあるBCMNは、ノレーウツレ美術館に対してのみならず、

すべてではないが他の国立美術館(の|ヌ!書室)を統括かつサポー卜してい

る。J，にその収集雄理業務の一端を見てきたわけであるが、今11、BCMN

は、現実には、「ノレーヴノレ美術館の7古111"1( 111111各)と街接に関っており、 美術

史図去:断とL、うより、美術作品についての凶書館であるps0 - )jで、新11，1
立美術lヌ|件館の'11核として、 JnBNに移1伝することが方向として決まっている

としう呪'λもある。となれば、ノレーヴノレ美術館として、 美術館内に固有の図

書室を世〈必要'I~: が論議されるのも無四1からねところである。 ノレーヴノレ美術

館内には、中央図flr館とは別に、 絵画、版画素材I等の部門毎に資料セン

ターがあり、それぞれ、ドキュマンタリストが配置されてL、る。 これは、作l守l毎

の写真、 IYiI係記事のクリッピンク守等からなる資料室て、あるが、その機能と1;):

}JIIに、近年、 絵岡・版画素描、彫刻・工芸、考古学の3部門に大別して小

規模の凶書室ぞ設世し館内における区1:¥'::手11mの使を確保しようとL、う到j

きが強まってL、る。これらにもコンピュータ化を図る必要があるため、新たにコ

ンセノレヴァトヮーノレのポストがて3、3筒所を機断し、 '11央陸1{I}fii':さらには新

国立美術院|書館とのオ、ットワークを形成しようとしている。ソフ トウェアは、 |ヌ|

書官'H:Jtj且のGeacとなる予定である。

ところで¥集'11収集/整理は、 一定の|ヌドJi-館網の形成に立i献しているが、

購入手伝ιi!lリストの提出から当該岡千円:が柊息されて配布されるまで"[1-;)'11¥1が
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かかりすぎる。雑誌もまた、 l，iJじノレー卜を辿るので、なおさらである。もっとも、

すべての資料がこのノレートでJIX:!tされるのではなく、ギメ美術館など ¥'/1"1

の ，iJ，1::が後数配置され、かつ公IJf.JのIJU院本を整備した本絡的な機|民lの

場介は、 fifi 問有の収集子~i"もち、 '1 ' 火Jヌ1111 館経由のもののみならず、 4

1" JIヌ|j!咋の購入を直接行っているからである。他方、 専門職員がし、ない小

刻脱釘(や、J..I/.属j隊員がl配置されていても.;'/I"J教育を受けていない場令(fダIJ

えば、クリュニ一美術館)にはその収集務.flll業務を中.!k:図当館がサポート

するのは羽!にかなってL、る。そこで問題li、職員の資質や、配置の如何とL、

うことになる。

ここて:あらためて中央図書館の組織|ヌ1(fig. 3)tJ隊員を見てみると、 rl'枢

部に館長の他 Conservateurの肩許きをもっ専門司書 が4名おりそれぞ

れコンピュータ化、収集、分室及び'1'，'~I)、経理lを統括してし、る。 f ig . 3 の科

書li門で.!Ji-I"J教育をうけているものは半数以下であり、とりわけ閲覧部門は、

5人の Conservateurを合め交代制てサービスにあたっているが、責任あ

る体制になっていなし、。伝統的な出納手めか、は監視員U、った身分のもの

が多数をlllめているのが'失態であリ、そのL、ずれもが有能で利用者から好

印象をもたれているにしても、 JA・米のレフアレンス・ライブラリー機能とL、った.J:.Q

点からは、やや物足りない気がする。また、コンピュータ化にしても、そのう;11識

のあるものが配置されてはし、なし、。つまり、 BCMNにも仙の23館にも専I"J月放

を配置する、あるいは専門教育をほどこすことが!必要である。専門職員が科

館に配置され、整理基準が棋準化されて分担目録作業が可能になれば、

各館でのJI又集整理と検索網の整備とL、う月IJのスタイノレて、すなわちBCMN

への業務集中ではなく、 BCMNが調整機関としてその機能ぞよりよく発怖

できるようになろう。逐次 flJ行物、行政資料等文献資料の分野における↑14j

報源の集中/分散の現状は、図書館が専門職員の配置とコンピュータオ、ッ

トワークの桃築により、今後L、かに分散化の実現を早めうるかが注目される。

他方、美術館周資料センターや国立造形芸術センター/造形芸術代ぷ

部資料センターなどの新設にみるように、 tさ|書では対応できない、アクチュ

アノレな資本il情報群にたいするケアが別にとられていることは、>JIJの意味て"'h'i

報資料の頒布の分散化傾向を示してし、る。国立文化財学院資料センター

の存在は、文化の諸領域を統括するものであり、資料分野での集'1'と分

散は、復刻は~Iヲてや進行してし、る。

新 1_"1¥]:美術図書館の行く末は予断を?，II:さないが、多様な分野や資料併

を抱え込み、肥大しすぎることは得策ではないであろう。この構想が、今nの
デジタル化による'情報蓄積技術やインターオ、ッ卜等による情報通信技術の

飛眼的進.u主を凡る前に作られたことを担ようとき、今後は可能な限りの資料の

分散化とテキスト本文、 jllII像データを合む情報の高速伝達の方向が望ま

しし、とも思える。 慨に 1992年 11寺点て\BCMNfi'l~長(当時)は、新国立美術凶

11引l円!.ιfi'l

.隣J抜安分目肝f(以族子学i全久、 4村社l上司全，‘7予';f:"戸λ，¥、テデ、ず‘ザ、イン等)(にこ1まてで♂領域をを?広げないことし。他

にJ.H平/-1ド門1口勺lリJI似凶ヌ刈1，1川!:館カがfイ存子Mイ夜tする

・関係機|史上 |玉|立txl-il{:fiiJ;の関係官1)1“!などと、各種テ苛レクトリー、 書誌の
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作成等においてオ、ットワークを形成すべ〈作業を開始すること

-これまでのBCMNの意義を忘れることなく、新国立美術図書館に発展

しでも、それを継続すること

ここには、肥大化のテ?メリッ卜とオ、ットワークの重要性、美術作品に即した関

係資料群の蓄積の重要性が述べられており、 示唆的である。

美術研究支援情報源の集中と分散に関しては、他に、写真資料や作品

データベースなどについて検討しなければならないが、これらは次|瓦I(その2)

に廻し、それらを含めて総合的にフランス的特質について考察することtする。

11 波多野宏之「ポンピドーセンタ一公共附報12(1書館 B.P.Iのサービス!:l政略 その1-3J，r来

ぶ郎立中央臨lJl館研究紀'i!!J!7-19，1986-88， 1-117， 1-64， 1-92貞

f 波多野宏之rDocumentationiconographique:プランスにおける美術・J1JM:主ドキュメンテー

ションの現状J，rrl仏1:;11，'::館研究J12. 1986， 42-54頁

j皮j与野宏之「フランスの美術情報システムJ，r人文学と情報処j1~Jl 4 ， 1994， 52-56ft 

3] ]ADSクリアリンクハウス編iiアート・ドキュメンテーションl刻A文献H録・智定 f的版 (198ト

1991)J， rアート・ドキュメンテーシヨン研究J1，1992. B-3-b FRANCEの須参照 以後1，，)誌(イド

1'11) I 二千今年の関係文，1iJ\~収~&。

4] f針lλば、下記の文献。

「特集ー高度情報化11寺f¥の文化行政Jr文化庁月報1， No.332， 1996.5， 4-19叉

r.] f担J;UJ:'、北米美術図書館協会 (ARLlS!NA)年次大会ての論議。下記の文献を参!'目。

Walker， Willial1l B. 'Plenary session: National art libraries? in North Al1lerica?'， 

AγI documenlalion， 9 (2)， 1990. p.76-78 

，:百 m秀T~t 平山高1\犬 i 111:界に向けた美術fJi戦の発信基地をー急務となった本絡がj美術情報セン

ターの設立J，r新美術革li[羽J591，199111!1l， 6-7頁

波多野宏之iJIX集・保存からオ、ットワークへ。諸外国の美術J:x1，1::fr.ri!情報センターJ，r新美術事li

IJf1J591， 1991.11!1I， 8頁

[6] Museesは、わがl:li)でいう「美術館」と「問物館」の双方を合むが、 本稿ては、その双}Jを合む

DMFのような場令には、「美術館」を)11い、|市|有名詞としては、その実態に"包じて「ノレーヴノレ美術

品'iJ r民衆芸術 ・ 伝統 t~lj.物館 J のよう に l豆別して記す。

7 岳tablissel1lentpublic公施設。

Centre national du livre 1993年、 Centrenational des lettresより改j称。作'本や出

版活動の支援等を11(I ~J とする。複写総機諜徴金を公共図 a日 航の資料収集'PlJTlにlヰ配分する任

.jjjももっ。

9 J Bibliothをquesdepartel1lentales c1e pret. 1992 "1τまでは貸出中央阿古 6i;;(Biblio・

theques centrales de pret) 

10、ここでは市立t称するが、 日本で言う市町村、 L、わゆるCommune[s]立のなである。

rll]指定美術館以外の美術館i局管下にある美術館のすべて、である。

[121 Ministere c1e la Culture. Direction c1e I'administration g白色ale.D吾partement

des etudes et c1巴laprospective. Chiffres cles 1995; slalisliques de la culture. Paris， 

La Documentation francaise， 1996. 153p 

J:11 Thompson， Marie.Claude， a、ecle concour de Catherine Schl1litt et Nicole 

Pico. Les 5011町 esde I'hisloire de l'aγI en Fmnce: reterloire des bibliolheques， centres 

de documentαliol1 el吋 ssou町 esdocurnenlaI1'es en arl，仰 'chitecfureel a1'i;heologie 

Paris， Association c1es bibliothecaires francais (Di rfus吾 parla Docul1lenta tioll 

fγancaise)， 1993. 310p 

1，1]“Vers une biblioth邑que 'nationale' c1es arts?" (Dossier)， sullelin 

d'円lformaliomマde1 'Associatiol1 des bibliothecaiγ'esf1'(l'l7cais， 154， 1992. p.33-60 

[15 美術館局、ノレーウ〉レ美術館等を':11心tし、他は大学、 rtl立:1:;<1，1:館等感知!の典引を例示する

ととも仁、本和の論旨に添って機関を選択してL、る。写真資料手ー、さらに行楽・映問符を介めたぷj;f<j.

文化関連の資料・↑ff報機1)，[1のガイドに卜 記註16の5edocurnellle，"がある。J品川したデータは、

おおむねこれを参!日{し、 Bibliothequec1e l'Ecole du LouvreなE.illillJJのあったものは勺おの

入手したデータで修正し、また、 Bibliothequed'art et d'arch吾ologie(Fondatioll .1acques 

Doucet)なEは追加した。

'16J現BCMN館長Isabellele Masne c1e Chermontによる説IIJJ&ぴ |、記の資事いこよる。

AγdlIves du Louvre el des rnusees 'nalioηauど

Ministere c1e la culture et de la francophonie. Missioll c1e la recherche el de la 

technologie c1e la Directioll c1e l'adl1linistration g吾n合 aleet 0吾partel1l巴ntde 
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l'information et de 1a cOl1ll11l1niCalion. Se doclllllelller仰 Minisle1'ede laιIIIII1J'l' el 

t!e la Irancothonie. La DoclIlllenlalion françaisc ‘ 199~ . 263p 

なお、1926イ|三まて"の吉T制11なIl'faについては、 I、"じがある。

I)ragolllir， .Janine. La Bibliolheqlle dll MIIsee dll LOllure; I!isloire el orgαηisalioJ1 des 

origil/es a 7926. (La th邑sec1e I'Eco1e c111 LOllvre) 

li ちなみに、 l主体fylJを小すと、 RlVlNの 刊行 するj民覧会カタログ1J.80部(オノレセ一美術館IlIlm:
分は40 1'印) 、 Jl~覧会の簡略な解説小 111 1' f-Peliljoll)'}wldesgr，αIIde eλto訂 tiOI1Sは80部、 300フ

ラン以 |の'手術 [11行物Jは15苦1I、|日1300フラン以 卜は20となっており、限られた数し:か交換川にあて

られていなL'.さらに、 Reulledll LOllureにL、たっては、'1'央l:xl，'::fli':が84t.H"交換川jIこnL、J[>lって

いる付l必してL、る。U，って、こうした交換資料は、成念:ながら、I!I釘;のような小鋭校fluにまてはまわっ

てこないわけである。

18 11い1凶伴美術館もこの恩恵にあす'かつて、火ザト11i光してし色。また、今1111のti凶;にあたっては、

惚本 "げJよりuifll'選J尺させていたfごいた。

H) このx!'iの記述は、同センター館長Ocli1eTarγete -tz:.ちとからの11flきl[j(り、及び 卜而己資料による。

Tarrete， Ocli1e “Le Centre c1e c1oculllentation de tOllS les musees de France'¥ 

MIIsees & collectionsρubliq1les de France， 209， 1995. p.50-54 

Tarrete， Oclile “Le Centre c1e c1oclIlllentation c1e la Direction c1es 1ll1lS邑esde 

France"， B1IIIelin d'i11jormaliol1 de l'Association des bibliothecaires fmncais， 168， 

1995. p.97-102 

120 'Bibliogralりhiemuseologique'， t，.i刑 eslrielle

Lisle des te1'iodiques au Cen/?'e de documenlation de la Di問 cliondes musees de 

Frcmce'. 1 ri-meslrielle 

21 IJLj ~J' iì~;-'; ì~jιrr専物館学;フランスの文化と!j世略j 東京大学 rLr，版会 ， 1995.203， ivp 

なお、1，;1予院の刊行物に ド，j己がある。

Eco1e nationale c1u patril1loine. 28p 

Ecole nationale c1u patril1loine: gllicle des吾tudes.1994. 52p 

L'Eco1e nationa1e du patrimoine: l1lai 1990-l1lai 1995.1995. 32p 

22 Cen/?'e de documenfation: guide de 1'1IIilisaleu1'. 4e ecl. l1lise a jOllr， janvier 1996 

21p 

2:J La Bibliotheque d'm.t el cl'archeologie (Folldalion jacq1les DOllcet): on'gines 

collections-la Bibliotheque Cllljounl'h.ui. J u i 11et 1994. 27p 

み oρ_cit.jlq野(tt2])

2;; ot.cit. Se documenler. (iiU6) 

[2(; ウミ工ノレサイユ(宮)美術fiîi および トリアノンは、 D lVl Fの、川辺 1"1有地は文化財!日i の 1;r，-).~::てあっ

たものを、 一括して、その五~m .i'lイ下を新たな公胞設の長のもとにおいたもの。

[幻J 公胞設、J.~ Í:子セ ンタ一等の詳制11については |干記念参.l!Hのこと。

lVlinistere de 1a culture. Direction des IllUS吾esc1e France. Ralゆ01'1d'acliuile 199イ

[1996] 208p 

[甜 L吾ri，Jean-Marc 代 LaBibliothさquedes musees nationaux 3U Louvre'， Bullelil1 

d'injoYllwtio11 de l'Associali011 des bibliothecairesf?'，仰 zcais，154， 1992. p.40 

[2f' ibid 
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Centralization and Dispersal of Information Resources for Art Research: 

Characteristics of French Museums， Libraries and Information Systems -1 

[Abstract] 

by Hiroyuki Hatano 

The variolls reasons unclerlying the allitucle laken in the acculllulation ancl 

Illanagelllent of inforlllalion resources for art research ancllheir presentation 

for us巴 relylargely on the spccial char司clcrislicsof the arlllluseullls ancl 

relatecl organs involv巴c1， their acllllinistralivc environlllent， periocl ancl regional 

characteristics. Thus， the state of the ccnlralization ancl c1ispersal of 

institutions ¥Vhich have inforlllation resourccs vari巴sgreatll' by country， ancl 

furth巴rthere are also c1iff巴rencesbrought abollt by the for111 of the information 

coll巴ct巴c1.This article is basecl on a survey of actual conclitions at th巴vanous

facilities acllllinister巴CIby governlllent organs which poss巴ssinformation 

resources， centering on the Biblioth邑queet archives CI巴smus邑esnationaux， 

ル'linistereCI巴laCulture， ancl the Centre c1e c1ocllmentation c1e la Direction c1es 

Illusees c1e France， ancl th巴I巴lコyelllciclates their specifically French 

characteristics. In general， we can s巴ethat groups of resources with special 

characl巴risticsare c1ispersecl， at the sallle tillle that they are fonnecl in a single 

information r巴sOllrc巴“lineage，"ancl we can obs巴r¥'eho¥V an uncl巴rstancling0[， 

ancl publication of inforlllation on th巴 10catioIlSof these materials has 

heightenecl their accessibility in th巴forlllof c1isp巴rsedIllanagement which SllilS 

c1ivcrse ncecls. Ancl yet regarclless of th巴 factthat in recenl years there has 

b巴ena policy of c1ivision of authority by region ancl a c1ispersal into regional 

areas， a centraliz巴CIlibrary ser、icestill exisls号 anclther巴arealso plans to 

establish a new national art library. Thus lh巴reexists a slrong trencl to¥Vard 

the physical c巴ntralizationof inforlllation resources. In the future， the 

appropriate placement of specializecl staff melllbers， ancl advances in th巴 use

of catalogue c1atabase neいvorks、、"illsurely leacl to changes in the attitucle 

to¥¥.arcls centralization ancl c1ispersal. Photographic materials ancl informalioll 

systellls will be exalllinecl in the next isslle 
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